
 

選定療養費、救急車の適正利用、適切な医療機関受診について 

問 27 急な病気やケガ等で「病院を受診した方が良いか、不安なので相談したい」時の問

合せ先（松阪地区救急相談ダイヤル 24：TEL 0120－4199－17（24 時間））を知って

いますか。（○は 1つだけ） 

「知らない」が 56.9％と最も高く、次いで「知っている」41.8％となっている。 

性別にみると、「知らない」の割合は、男性が 62.8％、女性が 52.3％で男性の方が女性よりも

10.5 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「知らない」の割合は 10 歳代で最も高く 80.3％となっており、50 歳代で

48.5％と最も低くなっている。 

 

 

  



 

問 28 救急車を呼ぶほどではない急な病気やケガ等の時、「今診てもらえる医療機関を案

内する」問合せ先（三重県救急医療情報センター：TEL 059－229－1199（24 時

間））を知っていますか。（○は 1つだけ） 

「知らない」が 57.4％と最も高く、次いで「知っている」41.5％となっている。 

性別にみると、「知らない」の割合は、男性が 62.6％、女性が 54.2％で男性の方が女性よりも

8.4 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「知らない」の割合は 10 歳代で最も高く 86.9％となっており、40 歳代で

47.7％と最も低くなっている。 

 

 

  



 

問 29 現在、松阪地区では、救急車の出動要請が重なり、最寄りの救急車が出払ってしま

い、遠方の消防署から救急車が出動する事態が発生しています。この状態では、早

期治療を必要とする方に、速やかに救急医療が届かない可能性があります。このよ

うなことから、三基幹病院、医師会、消防等の関係機関と２年間にわたり、協議・

調査等を行い、一次二次救急医療の適切な機能分担等を実現するため、救急車利用

の場合であって も基本的に入院に至らない軽症の方を選定療養費の対象※とするこ

ととしました。この取組 に対して、「救急車利用の場合に負担額が発生する可能

性があること」を反対する声もありますが、この取組は、皆さまの命や松阪地区の

救急医療体制を守るために実施するものです。もちろん、緊急時には、ためらわ

ず、迷わず、救急車を呼んでいただきたいことに変わりはありません。このような

ことを踏まえ、この取組についてどう思いますか。（○は 1つだけ） 

「賛同する」が 43.0％と最も高く、次いで「どちらかといえば賛同する」34.6％、「どちらか

といえば賛同しない」8.1％となっている。 

性別にみると、「賛同する」「どちらかといえば賛同する」の合計の割合は、男性が 75.6％、女

性が 79.1％で女性の方が男性よりも 3.5 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「賛同する」「どちらかといえば賛同する」の合計の割合は 30 歳代で最も高

く 87.3％となっており、10 歳代で 62.3％と最も低くなっている。 

  



 

問 30 なぜ、松阪地区は救急車の出動件数が多いと思いますか。（○はいくつでも） 

「高齢化が進んでいるから」が 51.1％と最も高く、次いで「「重症か、軽症か」の判断がつか

ないから（要請基準がわからない）」45.0％となっている。 

性別にみると、「高齢化が進んでいるから」の割合は、男性が 48.9％、女性が 52.7％で女性の

方が男性よりも 3.8 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「高齢化が進んでいるから」の割合は 20歳代で最も高く 64.5％となってお

り、70 歳以上で 46.3％と最も低くなっている。 

  



 

 


